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「学生オペラ」を通した文化活動の推進（1）

―連携，革新，フィードバックの視点から―

早川　倫子※１　小川　容子※２　虫明　眞砂子※ 3

要旨：「学生オペラ」の発信は，教育現場で活躍できる人材育成と，岡山大学を文化活動の拠点とした文化・芸

術活動の盛んな地域づくりを目指すことを目的として実施したものである。本稿では，約半年間の準備期間の様

子とその成果を報告し，筆者らが取り組んださまざまな連携のあり方と課題について考察した。連携に関しては，

①教育学部内の教員の連携（教科内容専門の教員と教科教育専門の教員），②附属学校との連携，③他学部との

連携，④地域や卒業生との連携に焦点を当てて検討した。また，オペラ終演後に実施したアンケート結果からは，

来場された多くの方が非常に満足されており，これからも継続してほしいと要望していることが明らかになった。
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※ 1 早川　倫子（岡山大学大学院教育学研究科）

※ 2 小川　容子（岡山大学大学院教育学研究科）

※ 3 虫明　眞砂子（岡山大学大学院教育学研究科）

Ⅰ．はじめに
　近年，教員養成に関わる大学は大きな変革の時代を

迎えている。文部科学省の答申（H24.8.28）におい

ても，これからの教員に求められる資質能力として，

「思考力・判断力・表現力等を育成する実践的指導力」

や「協同的な学びなどをデザインできる指導力」，そ

して，「豊かな人間性や社会性，コミュニケーション

力，チームで対応する力…」等が求められている。教

員の資質能力の低下に関しては，これまでもたびたび

指摘されてきたが，この答申は，さらに一歩踏み込

んだ形で教員の「資質」が提示されたといえるだろう。

しかし要となる具体像については，各部局の取り組

みに任されており，その意味では，新たな厳しい課

題が突きつけられたともいえる。つまり，音楽教育

現場に通用する実践力や指導力と，高度な教科専門

力とを兼ね備えた教員像をどのように具現化するの

か，音楽教育講座としてどのような指導体制のもと

で，学生たちを育てればよいのか，専門職としての

魅力的な音楽教員の輩出，といったさまざまな課題

への対応が問われているからである。

　このような背景を受けて，本年，筆者らは教員養

成における教育内容の充実を第一義とし，①教科内

容専門（声楽）教員と教科教育専門（音楽教育）教

員の連携，②附属学校との連携，③他学部との連携，

④地域や卒業生との連携を通した「学生オペラ」の

発信を目標に掲げた。多様な連携を有機的に統合す

ることで，これまでの枠組みを越えた新たな仕組み・

体制づくりができないかとさまざまな工夫を試みた。

附属学校との連携では，初等・中等教育現場の「生

の声」に向き合うと共に，鑑賞教育の新たな展開を

模索した。また，他学部・他研究科との連携では人

材育成にも取り組んだ。専門性の異なる学生たちと

の積極的な交流が，地域の社会や文化を担って立つ

岡山大学の学生の，総合的な資質向上に役立つと考

えたからである。

　本稿では，「学生オペラ」の発信を通して取り組ん

だ教育活動の意義と課題について報告をする。特に，

約半年間の準備期間の様子とその成果を報告し，筆

者らが取り組んださまざまな連携のあり方と課題に

焦点をあてる。あわせて，オペラ終演後に実施した

観客対象のアンケート結果を取り上げ，考察をおこ

なう。

Ⅱ．「学生オペラ」の取り組みの概要
１．演目とその内容

演目：W. A. モーツァルト作曲≪フィガロの結婚≫　

内容：通常では全４幕，約３時間かかるオペラである

が，約２時間のハイライトに編集した（表１）。進行
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役としてモーツァルトを配し，そのナレーションで内

容の補足をおこなった。また，キャストおよびスタッ

フ等の構成は，表２のとおりとした。声楽や器楽等，

それぞれの得意分野を生かした配属となっている。

表１：ハイライトの曲目

表２：構成

２．実施経緯

　準備は，平成 24 年６月から始め，約半年間で作り

上げ発表した。表３に，その主な実施経緯を示す。表

３内に示した下線部が，今回の学生オペラの実施に

あたって，特に教育的活動として意識的に位置づけ

た点である。

　これまで，ハイライトの構成は，主に教員が行っ

ていたが，オペラに携わるすべての学生が「演目の

構成と内容を熟知しておく必要がある点」，また「教

育現場では，自立して構成を行う力を身につけてお

く必要がある点」を鑑み，学生たちでハイライトの

構成について検討をおこない，発表する機会を設定

した。また，オペラガイド制作は，附属学校の児童・

生徒に対して，オペラをわかりやすく解説するため

のものであるが，これについても，「オペラを教材と

してどのように子どもたちへ伝えていくことができ

るかの教材研究」として位置付けた。
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表３：実施経緯

３．発表の実際

　日時：平成 24 年 12 月 15 日（土）17:00 開演

　場所：岡山大学創立五十周年記念館ホール

　集客数：約 353 名（内，附属学校在校生 76 名）

　発表の様子：以下 7 シーン抜粋

　　　　　　　　　　　　　　　　フィガロと

　　　　　　　　　　　　　　　　スザンナの

　　　　　　　　　　　　　　　　二重唱 ( 第 1 幕 )

　　　　　　　　　　　　　　　　フィガロの

　　　　　　　　　　　　　　　　アリア

　　　　　　　　　　　　　　　　( 第 1 幕 )

　　　　　　　　　　　　　　　　花娘たちの合唱

　　　　　　　　　　　　　　　　( 第 1 幕 )

　　　　　　　　　　　　　　　　フィナーレ①

　　　　　　　　　　　　　　　　( 第 4 幕 )

　　　　　　　　　　　　　　　　フィナーレ②

　　　　　　　　　　　　　　　　( 第 4 幕 )

　　　　　　　　　　　　　　　　小編成

　　　　　　　　　　　　　　　　オーケストラ

　　　　　　　　　　　　　　　　モーツァルト

　　　　　　　　　　　　　　　　ナレーション

Ⅲ．様々な連携とその意義
１. 教育学部内の教員の連携

　「学生オペラ」と銘打っているものの，学生たちの

舞台経験は０年から６年以内（ソリスト経験を含む）

と浅く，オペラ初心者が半数を占めている状態から

の出発であった。そのため，教員のサポートが無け

れば舞台を成功させることはきわめて難しく，同一

講座に所属する筆者ら三人の教員の連携は，必要不

可欠なことと想定された。互いに連絡を取り合いな

がら，協力して物事に取り組む姿勢・状態を「連携」

と称するが，筆者らの連携のありかたは，場面や状

況に応じて自在に変容できる「ダイナミックな連携」

であったといえるだろう。

　筆者らは当初，役割を明確に区分することで連携

体制を構築しようと考えていたのだが，時間経過と

共に弾力的な対応が求められるようになり，その線

引きを次第に緩めていった。三人の立場が常に対等

であることや，さまざまな局面で柔軟に対応できる

ことを優先事項として組み込みながら，連携の有り

様についても，随時，修正を加えていくこととなった。

これは，①演目決めからキャストオーディション，台

本作成，練習日程の調整，衣装選定，演出，自主練

習の支援，全体練習の指導，舞台背景の制作，大道具・

小道具の指示，オーケストラへの伝達，広報，チケッ

トやプログラム作成，通し稽古，衣装合わせ，照明セッ
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ティング，ゲネプロ，本番といった一連のプロセス

の内容が非常に多岐にわたったこと，②どの行程も

複数回の調整・修正が必要とされたこと，あわせて，

③本番まで半年間という限られた日程の中で，通常

の講義やゼミ，教育実習等の合間をぬって，準備を

進めなければならなかったためである。

　つまり，学生個人の具体的な発声指導や専門的な演

出に関する指導は，教科内容専門の教員が主担当と

なり，教科教育専門の教員は副担当にまわった。一方，

合唱指導や，場面ごとの演出指導，舞台背景の制作，

大道具・小道具の工夫，台本修正，チケットやプロ

グラム作成，学外との折衝，学生への周知徹底等に

関しては，教科教育専門の教員が主担当となり，教

科内容専門の教員は副担当となった。それぞれの教

員がそれぞれの得意分野を活かして相互に補完しあ

い，教員一人ひとりが生態系システムとして，本番

までのプロセスを加速させていったのである。

　これは，筆者ら教員全員が，最終ゴールに対する

明確な像を共有していたために可能となった方策で

あるが，日頃からの強い信頼関係が根本にあったこ

とは言うまでもない。複数教員が関わる連携は，や

やもすると，境界を意識した役割分担を目標に掲げ

ることが多いが，その場その場で臨機応変に対応す

るためには，既成の枠組みにとらわれない柔軟な体

制であることも必要であろう。その意味で，相互補完・

相互依存でありながら，全員が主導権を握るという

ダイナミックな連携はきわめて有効な方策であった。

２. 附属学校との連携

　教育学部と附属学校部とは，教育実習，研究大会の

支援や学生たちの授業参観等，従来よりさまざまな

場面で交流を重ねてきた。今回の学生オペラ上演で

は，関係者全員から附属学校への感謝の気持ちをあ

らわしたいという強い思いが寄せられ，『招待チケッ

ト』の作成・発行につながった。「II-2. 実施経緯」で

も述べたように，関連する講義では，オペラの観ど

ころや聴きどころを子どもたちに伝えるために，オ

ペラの筋を説明した「オペラガイド」が必要ではな

いか，子どもたちの年齢に応じた説明の仕方を工夫

しよう，登場人物の「相関図」があると分かりやすい，

パンフレットにキャストの写真が掲載されていると

親しみがもてるのではないか・・・といった多様な

意見が出された。

　学生オペラに直接関わらない学生たちの，こうし

た積極的な発言を通して講座内の活性化が促進され，

併せて，大学⇔附属学校の連携もより強化されるこ

ととなった。本番当日，『小学校低学年用オペラガイ

ド』と『小学校高学年〜中学生用オペラガイド』の二

種類を作成して来場された方たちに配布したところ，

非常に好評であった。特に，ガイドに挟み込んだ「写

真付き人物相関図」は，多くの来場者から良いアイ

デアだと賞賛していただいた。

３. 他学部との連携

　舞台を成功させるためには，出演する学生たちの

声質やバランス，力量等を勘案しながら配役を決め

なければならない。音楽経験の質や量という点では，

教育学部の学生たちの方が他学部の学生に比べて圧

倒的に優位であるが，オーディションでは，個人の

熱意や練習プランも含めて総合的に判断した。その

結果，他学部の学生がメインキャストに選ばれたり，

スタッフ要員として関わったりといった，学部の枠

を越えた協力体制ができあがった。構成メンバーに

バリエーションをもたせたことは，より弾力的な連

携体制を生み出すことにつながったといえるだろう。

４. 地域や卒業生との連携

　教育学部音楽教室・音楽教育講座の同窓会である

「蒼声会」からは，大学主催の定期演奏会をはじめ多

種多様なイベント，行事，催事等に積極的な支援をい

ただいており，長年，大学との良好な連携体制を確

立している。今回の学生オペラについても，早い時

点から広報活動を展開していただいた。加えて，卒

業生たちに，オーケストラメンバーとして参加でき

ないかと声をかけることもできた。

　しかし一方，地域との連携についてはまだまだ不

十分であり，検討すべき課題と思われた。大学は地

域にとって貴重な資源であり，重要なパートナーで

ある。大学がこれまで以上に地域に支えられる存在

であるためにも，学生オペラを今後どのように継続

し，発信していけばよいか，広報を含めて工夫を重

ねる必要がある。

図１：「学生オペラ」を発信するための連携図
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表５：設問④の記述内容

表６：設問⑥の結果

Ⅳ．アンケート調査の分析 (外的評価 )
１．附属小学校・中学校児童・生徒へのアンケート

調査

①児童・生徒の回答の分析

　あらかじめ作成したアンケート用紙を，上演当日会

場で手渡しし，舞台終了後に回収した。以下が，附

属小学校・中学校の児童・生徒向けのアンケート内

容である（実際にはルビをふってある）。

表４：附属学校アンケート内容

　今回は，上記表４の設問内容のうち，特に本稿の内

容に関わる設問④，⑥の結果を取り上げる。以下の

表５は，設問④の記述内容について，記載したもの

である。その内容の中心が「うたごえがすごかった」・

「たのしかった」等とあるように，学生オペラと生の

演奏に対して，感動した様子がうかがえる。また，「話

す時も歌っている感じ…」・「いろいろな人の声が入

り混じって…」など，声の表現に関する本質的な内

容を中心に，その他の様々な表現媒体の特徴につい

ても記述されていた。この点は，今日の音楽科教育

の指導事項の内容に関連するものである。さらには，

教育実習で関わった学生が出演していたことについ

ても記述が見られ，親近感を持つことで，より興味

を持って鑑賞できたことも読み取れる。

　また，設問⑥に関しては，表６のとおりである。回

答数 41 名のうち，37 名（約 90%）が「これからも

大学生のオペラやコンサートを聴きに来たい」と答

えており，子どもたちにとっても，文化活動の推進，

連携の視点から見ても意義ある活動であったと言え

るだろう。
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②保護者の感想について

　以下の表７は，一般観客へのアンケートより，附

属学校の保護者の感想であろうと思われる内容を抽

出し，その記述内容を記載したものである。この内

容から，保護者の視点からみても，この学生オペラ

の鑑賞が子どもたちにとって意義ある活動であった

ことがうかがえる。

表７：保護者の感想の抜粋

２．一般観客へのアンケート調査

　調査は，2012 年 12 月 15 日の公演終了後に行っ

た。アンケートの内容は，表 8 のとおりである。回

収枚数は 191 名（回収率は 69%）で，その内訳は，

10 歳以下５名，10 代 29 名，20 代 47 名，30 代 22
名，40 代 30 名，50 代 28 名，60 代 12 名，70 代 14
名，80 代４名であった。本公演の満足度については，

５段階評価で，「５」が 117 名，「４」が 37 名，「３」

が１名という結果で，全体的に高い満足度を聴衆が

得たことがわかった。

 　また，表 9 〜表 11 の自由記述からも見られるよう

に，10 歳未満の子どもから 80 歳代の方までの幅広い

年代の聴衆からは，さまざまな賞賛の声が挙がってい

る。キャストや合唱の演奏，演技，声，アンサンブル，

オーケストラ，衣装，舞台の道具，背景の映像や照明，

子どもたち用のパンフレット，附属小学校・中学校

の子どもたちを招待したことへの賛辞，継続への期

待（20 件以上）等，今回のオペラハイライトが予想

以上に聴衆に感動を与えたことがわかる。

　一方，これらの中で得た課題は，声とオーケスト

ラのバランスの問題と日本語歌唱による聴きとりに

くさ（９件の指摘）である。これらは，学生のアンケー

ト（虫明・小川・早川（2013）「『学生オペラ』を通

した文化活動の推進（2）」を参照）からも指摘され

ていることであり，聴衆に分かりやすく聴きとりや

すい日本語の発語やオケとのバランスの問題につい

ては今後さらに研究する必要性を感じる。

表８：一般観客へのアンケート調査の内容

表 9：聴衆の感想や意見について
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表 10：学生のオペラやミュージカル活動について

表 11：その他，感想，意見，要望など
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「学生オペラ」を通した文化活動の推進（1） 　―連携，革新，フィードバックの視点から―

Ⅴ．まとめと今後の課題
　以上，オペラハイライト≪フィガロの結婚≫は，

教育学部音楽教育講座の学生たちだけでなく，他学

部生や卒業生，教員，附属学校の関係者，地域といっ

た多くの人々の協力・支援に支えられて，成功裏に

終了した。学生が企画・運営をおこなう「学生オペラ」

は，昨今，複数の大学で試みられており，いずれも

質の高いオペラの競演となっている。

　今回報告した岡山大学発信の「学生オペラ」も，い

たるところに学生たちの挑戦のあとが見てとれ，非

常にレベルの高い舞台作品に仕上がった。アンケー

トの自由記述欄にも多くの方からの賛辞の声をいた

だくことができ，存在感のある作品が上演できたの

ではないかと自負している。

　演目決めから本番までの約半年間は，音楽教育講

座内の教員同士のダイナミックな連携を模索する傍

ら，附属学校，他学部，卒業生などさまざまな関わり

を通して，多様な連携体制を強化することができた。

その一方，地域との連携に関しては，広報活動やネッ

トワークの拡充を含めて更なる工夫が必要であると

痛感した。岡山大学の「学生オペラ」が，地域に支

えられる存在であるためには，一つのイベントとし

て成功させるだけでなく，こうした活動を継続して

ゆくことが何より求められている。

　岡山には複数の多目的ホールがあり，国内外の有

名な舞台公演が頻繁に招聘されている。「学生オペラ」

が地域に根ざした活動へと発展し，将来，これらの

舞台と肩を並べられるよう大きく成長するためには，

これまで以上に地域の芸術団体や芸術家との交流が

必要である。キャスト，スタッフ，舞台制作者，観客

の育成など，舞台芸術・振興に関心をもつ裾野の拡

大を通して，地域文化の牽引も求められている。こ

れら多くの課題に真摯に向き合いつつ，「学生オペラ」

の更なる飛躍を目指して，尽力していくつもりであ

る。

Leading Cultural Activity through Student Opera (1)
: From a Viewpoint of Cooperation, Feedback and Innovation 

Rinko HAYAKAWA (Graduate School of Education, Okayama University)
Yoko OGAWA (Graduate School of Education, Okayama University)
Masako MUSHIAKI (Graduate School of Education, Okayama University)

We carried out a “Student Opera”, as a cultural activity aimed at community improvement and human 
resource development, in which Okayama University students could play an active part on an educational 
front. In this paper, we followed the progress of the opera and the people involved over half a year. 
Furthermore, we analyzed the process of cooperation among the different departments and the ensuing 
problems. Specifically, we discussed cooperation according to the following four relationships; (1) cooperation 
in the same department of education, (2) cooperation with an associated school, (3) cooperation with other 
departments, and (4) cooperation with between teachers and graduates, and teachers and community. The 
questionnaire results for the audiences, ranging from elementary school age to adults, show that all of the 
viewers were very satisfied. Many have requested that the program continue from now on. 
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